
令和４年度

全校研究のまとめ
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１ 今年度の取り組みについて

２ 各研究グループの報告

３ 成果と課題

４ 来年度に向けて…
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１ 今年度の取り組みについて

一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する児童生徒の育成
（１年次）

～「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿った授業実践をとおして～
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①学校教育目標から

②昨年度までの研究から

③今年度の研究について

一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する児童生徒の育成
～「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿った授業実践をとおして～

研究主題
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（１）令和４・５年度の２年研究

（２）学習指導要領の理解を深める

研究の内容・方法

一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する児童生徒の育成
～「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿った授業実践をとおして～
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育成を目指す
資質・能力の３つの柱

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力・人間性等」の涵養

生きて働く
「知識・技能」の習得

未知の状況にも対応できる
「思考力・判断力・表現力等」の

育成

知識・技能 思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度



一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する児童生徒の育成
～「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿った授業実践をとおして～

（３）授業実践

ア 各学部（分教室）で授業実践の対象となる教科を設定する

イ 年間指導計画→後期の単元について

三つの柱に沿った目標設定、評価規準の検討

ウ 各学部（分教室）授業研究会

全校授業研究会の実施

P→D→C→A

研究の内容・方法

6



（４）実践についてまとめる

（５）１年次の研究の成果と課題を踏まえ、２年次の実践につなげる

（６）寄宿舎のとりくみについて

主題にできるだけ沿うように、研究を推進する。

一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する児童生徒の育成
～「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿った授業実践をとおして～

研究の内容・方法
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（１）第１回全校研究会 ５月２７日（金）

（２）新学習指導要領の学習会

（３）学習指導案様式の検討

研究実践
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（４）全校授業研究会 １２月２日（金）

① 題材名 音楽「箏（こと・そう）を弾いてみよう」

中学部２段階「A表現」イ器楽の活動

〔共通事項〕（１）ア

② 対 象 本校中学部３年 12名

③ 授業実施日 11月25日（金）

④ 内 容 箏の奏法による音色の違いを感じ取りながら、

「さくらさくら」の数フレーズをつなげたオリ

ジナル曲の演奏に取り組む。

研究実践
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２ 各研究グループの報告
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＜本校小学部＞
１ 研究実践の対象とした教科 音楽 体育

２ 研究の方法

単元づくりシートを活用した授業づくりの検討

⇒内容のまとまりの確認 単元の目標や評価規準の検討など

３ 研究実践

（１）音楽グループ 低学団通常学級「いろいろなおとをたのしもう

～あきのうた～」

低学団重複学級「クリスマスをたのしもう」

高学団４学年 「秋の音楽を楽しもう」

（２）体育グループ 低学団 「マットを中心とした運動あそび」

高学団 「マット運動をしよう」
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４ 学部研究のまとめ

（１）成果

グループ研をとおして、共通理解を図りながら単元づく

りを進めることができた。

・児童一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する姿を引き

出すことができた。

・単元づくりの際に難しいなと感じるポイントを知ることが

できた。（実態差のある学習集団の内容のまとまりの捉え方など）

（２）課題

・学習指導要領の理解

・難しいと感じたポイントを実践をとおして解決したり、模

索していくこと。
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＜本校中学部＞
１ 研究実践の対象とした教科 音楽 体育

２ 研究の方法

単元づくりシートを活用した授業づくりの検討

⇒内容のまとまり 単元の目標や評価規準の検討など

３ 研究実践

（１）音楽グループ １年音楽「季節の音楽を楽しもう（冬）」

２年音楽「みんなでオーケストラの演奏をしよう」

３年音楽「箏を弾いてみよう」

（２）体育グループ 全学年保健体育「E 球技（ボッチャ）」
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４ 学部研究のまとめ

（１）成果
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ア 研究が学習指導要領を読む良い機会となり、授業づくりをとおして以前より理解が進んだ。

日ごろできなかっ た話し合いで授業を深めるきっかけとなった。

イ 資質・能力の三つの柱に沿った授業づくりを意識するようになった。

ウ 単元づくりシートの活用により、学習指導要領に沿った単元の構想が明確になった。そのた

め、Ｔ1以外の先生が、本時の目標に沿った個別の目標や手立て、評価規準の検討をスムーズ

に行うことができた。

エ 授業検討会を複数回行うことにより、授業改善や個に応じた指導の充実につながった。

オ 音楽グループで取り組んだ「授業評価シート」は、T1の細かい意図や思いの共通理解ができ、

生徒の様子や先生方の気づいたこと共有しながら共に授業作りができた。

カ 授業研究会は、ＫＪ法で行うことにより、たくさんの意見が出され、活発な協議となった。



４ 学部研究のまとめ
（２）課題
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ア 学習指導要領を、授業づくりに生かしていくために、専科教員が教科ごと

の研修や教科ネットワークを活用し、深めていくことが必要だった。

イ 資質・能力の三つの柱に沿った授業づくりは、実態差があるため、 個々に

合わせた目標・評価規準の設定、学びに向かう人間性等の客観視が難しい。

ウ 授業研究会では、協議の柱を「学習内容・活動の流れ」「指導形態・教師の

対応の仕方・場の設定・教材教具」にしたため、視点が授業改善中心となり、

三つの柱に沿った視点での話し合いにならなかった。

エ 生徒の実態に合わせた単元目標・単元計画・評価について、吟味する時間

が十分設定できなかった。



＜本校高等部＞
１ 研究実践の対象とした教科 音楽

２ 研究の方法

単元づくりシートを活用した授業づくりの検討

⇒内容のまとまり 単元の目標や評価規準の検討など

３ 研究実践

（１）音楽グループ １年「 発表会をしよう 」

２年「 合奏をしよう 」

３年「 ライブをしよう 」
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４ 学部研究のまとめ

（１）成果

ア 学習指導要領についての概要や考え方について学ぶことができ、三観点

に沿った目標や評価規準をより具体的に考える契機となった。

イ 単元の目標や評価規準を手順を踏んで立てていくことで、具体的な目標

を立てることができることが分かった。

ウ 明確に三観点が整理されていることで、偏りがない指導目標や手立てを

組むことができた。

エ 単元づくりシートを活用することで、単元で何をねらうのか、何を学び、

何を出来るようにしたいのかをしっかりイメージすることができ、子ども

達の主体的な学びにつながった。

オ 明確な目標、評価を全体で確認することで、チームとしての指導も共通

したものになり、個に応じた指導の充実につながっている。
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（２）課題

ア 学習指導要領を理解しきれてはいないため、生徒の実態に合わせ

て目標を設定していくためには、時間をかけて理解していく必要が

ある。

イ 今回研究してきたことを、普段の指導の中に取り入れるようにす

る。

ウ 生徒の実態を教師間で確認したり内容を照らし合わせたりする時

間をもつなど、教師間の連携が必要である。



＜遠野分教室小学部＞
１ 研究実践の対象とした教科 音楽

２ 研究の方法

単元づくりシートを活用した授業づくりの検討

授業に向けた学習指導案の検討と作成

授業の振り返りと評価

３ 研究実践

（１）１学団 「秋の音楽発表会をしよう」

（２）３～６学団「秋の歌を楽しもう」

19



４ 学部研究のまとめ

（１）成果

・学習指導要領について改めて学ぶ機会となり、理解を深めることができた。

・職員間の共通理解を図って授業を行ったことで、児童に何を学ばせたいのか明

確になった。

・同じ教科で系統的に授業を見ることができ、学びにつながった。

（２） 課題

・児童の実態に幅があるため、目標や評価規準を設定するのが難しかった。

・より授業者が評価しやすいように具体性や個別性がある評価規準を設定できる

と良かった。

・児童の実態と学習指導要領の内容のまとまり、教材の良さや特徴を照らし合わ

せて目標を設定することの難しさを感じた。

・普段から学習指導要領を熟読して、教員間で指導内容を共通理解しながら授業

を進めていきたい。
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＜遠野分教室中学部＞

１ 研究実践の対象とした教科 音楽

２ 研究の方法

単元づくりシートを活用した授業づくりの検討

⇒内容のまとまり 単元の目標や評価規準の検討など

授業の振り返りや評価

３ 研究実践

音楽「そりすべりを演奏しよう」
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４ 学部研究のまとめ

（１）成果

・学習指導要領について理解を深めることができた。

・単元で身に付けさせたい力について生徒の目標に迫ることがで

きた。

・３つの柱に沿った授業づくりを進めることで、実態に応じた指

導や評価、授業改善につながり良かった。

（２）課題

・生徒に身に付けてほしい能力についてイメージしたことを指導

案の中で文章表現することが難しかった。

・学習指導要領について理解を深めることができたが、単元や授

業に落とし込むためにさらに深く理解していきたい。
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＜北上みなみ分教室小学部＞
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１ 研究実践の対象とした教科 体育

２ 研究の方法

・児童一人一人の実態や目指す姿の共通理解

・単元の目標や評価規準の検討など

・ビデオ録画での振り返りや検証

３ 研究実践

単元名 「第２回 みなキラオリンピックをしよう」

内 容 ４競技(徒競走・ハードル・サッカー・リレー)を、

オリンピックに見立てて行う
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４ 学部研究のまとめ

（１）成果→三つの柱、三観点の意識

・「いっぱい動いて楽しかった。」ではなく、目標を達成

するために、課題解決に向けてどう運動するか、振り返

りで何ができて何ができなかったか、次に向けての課題

は何かを職員全員で共通理解を図ることができた。

（２）課題→高い専門性をもつ

・学習指導要領の理解は深まったが、すべてを理解したと

は言い難い。

・「各教科等を合わせた指導」が多い教育課程ではあるが、

すべては「各教科」がベースになっている。

教師一人一人の専門性を高めていきたい。



＜北上みなみ分教室中学部＞
１ 研究実践の対象とした教科 数学

２ 研究の方法（抜粋）

○算数・数学の測定領域の特別支援学校と小学校の学習指導要領・

教科書の比較検討

⇒学習内容の系統性や連続性を踏まえた単元計画の立案と「三

つの柱」に沿った評価規準の設定

○「いわての授業づくり３つの視点」に基づく授業改善

⇒見通し・振り返りを重視して

３ 研究実践

数学「いも№1グランプリ～重さを比べよう～」
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４ 学部研究のまとめ

（１）成果

・特別支援学校と小学校の学習指導要領・教科書を比較検討したことで、学習内容の系統性

連続性を踏まえたうえで単元計画の立案をすることができた。また、単元の指導目標及び

内容を「三つの柱」に沿って整理し、一人ひとりの評価規準を明らかにする過程で、単元

の終わりまでにどんな力をつけたいか、単元で学んだことを生かしている姿は具体的にど

んな姿かを検討・共有する機会となった。

・測定領域において学んだ内容を生かす場面を生活単元学習や作業学習で設定した。生単で

は、今回学んだ内容を「おもてなしのゼリーを作る」という生活場面で生かすことができ

ており、作業でもおよその見当を付けて測定する姿がみられている。

・「いわての授業づくり3つの視点」に基づき授業改善を行った。国語や保健体育では、「ふ

りかえりシート」を作成し、単元の始めに生徒と単元の進め方や目標を共有した。授業の

中で振り返りにつながるような途中の評価、フィードバック、キーワード化を行ったこと

で、４月当初に比べて、「わかったこと・できたこと・難しかったこと」を自分の言葉で

表現できるようになってきている。 26
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（２）課題
・算数・数学は学習内容の系統性が強く、既習事項への積み重ねで新しい内容を学ぶことと

なる。該当領域について、個々の生徒がどのように学んできたのか、現在のレディネスは

どのくらいであるのかを把握することで、生徒自身が本時の課題解決のための見通しをも

つことができる展開を工夫していく。

・生徒の学びの状況に応じて、指導のステップを調整しながら進める授業力の向上は課題。

・「いわての授業づくり3つの視点」に基づき、課題やまとめ、振り返りの記載方法をそろえる。

・実態差のある生徒の集団学習においても、評価規準を明確にして指導計画の立案、実践をし、

改善を繰り返すことで個別学習でなくても、個々の力を伸ばすことができると考える。

・振り返りでは、学習過程を振り返ることにはまだ難しさがある。「こうすればうまくいく」と

いう方法を自覚し、表現できるよう、意図的・計画的にフィードバックしていくとともに、学

ぶ意義や自分の成長を自覚し、次への意欲に結び付けられるようにしていく。



＜寄宿舎＞

研究内容 具体的内容 方法
実態把握や評価の
ための視点の統一

講師による研修会 ・研修会の実施
・アンケートの実施

主体的姿を育む支
援方法を探る

指導すべき課題の整理と指導目標の設定 ・グループ協議
・全体協議

ＰＤＣＡサイクル
の活用

日常的業務への取り組み ・グループ協議

主体的姿へとつな
げる支援の継承

一人ひとりの特性を支援に活かせる様式
の検討

・グループ協議
・全体協議
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１ 寄宿舎研究について

研究副題 「やってみたい、楽しい、できる」から主体的な姿へと意欲を育む

２ 研究の方法



資料 実態把握シート 新型
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資料 PDCAシート 新型
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３ 研究実践
① 講師による研修会

② グループ協議

４ 学部研究のまとめ

＜成果＞

• 実態把握の重要性を再確認できた。

• 細やかな観察や話し合いを重ねることが、主体性につなげられることを実
感できた。

• PDCAを通じ、本人理解を深め具体的手立てを考えることが共通認識や学び
合いにつながった。

＜課題＞

• 研究推進のために話し合う時間が、十分確保できない。

• 支援内容の評価が不十分なため、主体性を育む支援の検討が不足した。
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３ 成果と課題

一人ひとりが力を発揮し、主体的に活動する児童生徒の育成
（１年次）

～「育成を目指す資質・能力」の三つの柱に沿った授業実践をとおして～
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＜成果＞
（１）学習指導要領の理解が進み、授業づくりに生かすこと

ができた。

（２）研究授業に向けた授業検討等をとおして、児童生徒
に身に付けさせたい資質・能力を職員間で共有し、
指導や支援の手立てを検討したり、授業改善したり
することができた。
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＜課題＞
（１）児童生徒の実態差に応じた目標と評価規準を設定す

ることが難しかった。
（２）すべての授業で「育成を目指す資質・能力」の三つ

の柱に沿った授業づくりを意識していくためには、
さらに学習指導要領を理解し、実践していく必要が
ある。

（３）カリキュラム・マネジメントの視点から、学んだこ
と（インプット）を生かす（アウトプット）学習活動
を検討し、計画、実践していくことが必要である。
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４ 来年度に向けて

〇研究主題を引き継ぎ、各研究グループの研究を進める。

〇学習指導要領をさらに理解し、授業づくりにつなげる
ために、研修会を設定する。
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４ 来年度に向けて

〇各研究グループで研究対象となる授業を合わせた指導
の中から設定し、研究を通して目指す児童生徒の姿に迫
る実践をしていく。

〇研究授業の動画データや学習指導案を保存するフォルダ
を活用し、他の研究グループの学習の様子をお互いに参
考にできるように整えていく。また、授業づくりの参考
となる資料等を必要に応じて紹介していく。
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